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花しょうぶまつりで披露 　
長
者
で
行
わ
れ
た
「
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ

り
」
の
会
場
で
、
仁
淀
高
校
生
と
高
知
大
生

十
五
人
が
大
勢
の
観
衆
の
前
で
花
鳥
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。
踊
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
今
年
二
月
に
高
知
市
の
高
知
大
学
で
開

催
さ
れ
た
「
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
フ
ェ
ス

タ
」
。
県
内
の
高
校
生
が
行
っ
た
調
査
や
学

内
外
で
の
活
動
を
発
表
す
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
仁
淀
高
校
の
生
徒
が
発
表

課
題
に
選
ん
だ
の
が
こ
の
花
鳥
踊
り

で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
学
校
の
総
合

学
習
の
時
間
に

”
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

Ｐ
Ｒ
“
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
そ

の
中
の
地
域
活
性
化
部
門
で
伝
統
文

化
の
継
承
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
中
の
一
人
の
高
知
大
学
一
年

生
大
野
悠
里
さ
ん
（
当
時
仁
淀
高
校

三
年
生
）
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
高
知
大

生
参
加
の
話
が
出
た
時
に
、
大
学
の

先
生
に
「
食
べ
物
を
作
っ
て
売
る
や

っ
た
ら
誰
で
も
で
き
る
。
せ
っ
か
く
や
き
自

分
ら
に
し
か
で
き
ん
事
を
や
っ
て
み
た
ら
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
「
花
鳥
踊
り
を
や
ろ

う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
同
級
生
や
後
輩
で

あ
る
仁
淀
高
校
生
も
大
野
さ
ん
の
意
見
に
賛

同
し
て
く
れ
て
、
伝
統
の
花
鳥
踊
り
が
披
露

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

《花鳥踊り》
　土佐国群雄割拠の時代、半山城主津野氏の支城須崎新庄の花鳥城

を一条公の将鋪地某が攻めたが、なかなか堅固な城で、これを容易

に陥落せしめることができないので、新庄川両岸の平原に花鳥踊り

を催し、城兵がこの踊りに見とれているすきを狙って、城に攻め入

り落城せしめたことから花鳥踊りと呼ぶようになったといわれる。

　佐川領主深尾重教の家臣、恩田武芸八勝之進が、故あって大植村

へ追放となり安井家に預けられ、18歳の安井謙蔵らが恩田に花鳥踊

りを習って以来、大植、折合、太郎田が共同で大植八所神社と川又

八所神社に花鳥踊りを奉納するのが例となっていた。

　その後、泉の人西森清三郎（文化10年生）は大植の花鳥踊りを見

習って、泉や竹谷に伝授した。（仁淀村史から抜粋）

仁淀高校3年生の高橋慎也くんが
歌を担当
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６
月
14
日
　
長
者
の
大
銀
杏
前
で
「
花
し
ょ
う
ぶ

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
百
人
を
超
え

る
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
数
日
前
か
ら
花
し
ょ
う
ぶ
畑
の
草
引

き
や
会
場
作
り
と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

 

当
日
は
快
晴
で
晴
れ
渡
る
空
の
下
、
皆
思
い
思
い

に
散
策
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち
が
出
品
し

た
地
場
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気
で
、お
昼
時

に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
田
舎
な
ら
で
は
の
個
性

あ
ふ
れ
る
食
料
品
や
雑
貨
が
数
多
く
並
び
、
嬉
し
そ

う
に
買
い
求
め
る
方
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

 

自
然
の
中
で
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
色
と
り
ど
り

の
花
し
ょ
う
ぶ
と
、
仁
淀
高
校
生
ら
に
よ
る
「
花

鳥
踊
り
」
を
堪
能
し
た
来
場
者
は
大
満
足
の
表
情

で
し
た
。

 手作りクッキーなどを販売し元気いっ

ぱいイベントを盛り上げてくれました。

今年で２回目の参加です。
 左から下元惠里加さん、三木

涼子さん、植木友里江さん

 自分たちで長者の棚田をモチ

ーフにキャラクター“たな田く

ん”を考案しグッズを販売。

 「長者のことを棚田のことを

もっと知ってほしい！」と頑張

ってくれています。

美しく咲き誇る花しょうぶ

高知大学の学生さんも応援にかけつけてくれました

今
年
も
艶
や
か
に
…
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

提案者の大野悠里さん
　皆忙しくてなかなか練習する時間がとれず、集まって練習できた

のは本当にギリギリになってからでしたが、本番は上出来だったと

思います。私も楽しかったし、同級生も「またやりたい」と言って

くれています。

 今後は地域の子どもたちが興味を持って、長者の伝統「花鳥踊

り」を一緒に踊ってくれたらなと思います。

主催のだんだんくらぶ中島道雄会長
　以前は長者小学校の児童が運動会で毎年踊っていたが、ここ数年

その活動がなくなり地域住民は寂しく感じていました。

 仁淀高校の生徒さんたちが花鳥踊りに興味を持って踊りを習いゆ

うと話をきいていたが、今回花しょうぶまつりに参加し花をそえて

くれたことはもちろん、「やってみよう」という気持ちになってく

れたことが本当に嬉しいです。強制されるのではなく、若い方々が

自分たちで考え前向きに行動してくれる姿を頼もしく感じます。

踊り子
募集！
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６月15日　菜野河神社（峠ノ越）で国の重要無形民俗文

化財に指定されている名野川磐門神楽が奉納されまし

た。当日は16ある演目のうち13演目が奉納され、訪れた

方は荘厳で神秘的な舞に見入っていました。

　（11月から12月にかけて町内各地の神社で奉納しま

す）

〈名野川磐門神楽〉

　今から400年程前、平家の落人古味式部の子孫日浦小

太夫が、伊勢神宮に度々参拝しその都度研修を重ね、幾

多の技術を習得して磐門神楽を創始したと伝えられてい

ます。

菜野河神社で荘厳な舞

▲宇受姫之舞　『古事記』の「天の岩屋戸」

　神話を神楽化したもの

▼四天之舞　四人の神と大蕃との舞。神と鬼

　との掛け合いを「鬼神平治方術行」という

う ず め

してん

お しき

やまぬし




